
熊本市におけるICT活用とその成果
教育情報室



特別支援学級１人１台

2,400台

2 (1)  ICT機器導入の経緯と現状 スライド1



導入スケジュール

　　

2018年度

先行導入校研修
8月16日～8月31日
小学校　16校
中学校　  8校
合計24校

小学校導入研修
1月8日～2月25日
小学校　76校

小学校導入校
4月運用開始

中学校導入研修
11月～12月
中学校　34校

2019年度 2020年度

中学校導入校
4月運用開始

先行導入校
９月運用開始

市内全小中学校で配備完了
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ICT活用の効果(ＬＴＥタブレット端末を活用した授業改善の展開)

【導入初期】　

（２）カード等による子供たち
の考えの共有化

（１）写真や動画による学び合い （３）自分の考えのOUTPUTと伝え合い

（４）グループでのまとめと伝え合い

（５）思考ツールを使った思考の見える化

（６）クリエーティブな制作と発表をとおし
た深い学び＊朗読にBGMを挿入

【導入中期】　 【導入後期】　
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昨年7月

今年5月

同
じ
ク
ラ
ス
の
授
業
風
景

一律一斉一方向の授業形態から、主体的対話的な授業へ

【授業スタイルの変化】
スライド4ＬＴＥタブレット端末を活用した授業改善の展開



学びたいと思える問いや課題がある 
学び合うことで新たな学びが生まれる 
言語化された振り返りで学びが定着する

【新たな学びへ】

ＬＴＥタブレット端末を活用した授業改善の展開 スライド5



個人配布の教師用タブレット端末
アクティブ対話的 アウトプット

教員研修の変化 スライド8



各教科等における授業時数の削減
（教材研究・教材作成等の準備期間の短縮化）
〈これまでの教材準備と児童のノート〉

図形の手書きや、配布された紙の図形の切り貼り 
作業に時間がかかる(先生と同じ図をかく時間)

作成、印刷、切り取り、人数分の作業 
少なくとも3～4時間必要

〈タブレット活用〉
10分で教材作成

教材を配信→すぐに思考、学び合いへ
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探求型学習における時短効果(各教科調べ学習時の時間削減)

◉これまでの学習過程(紙媒体使用)

◉現在の学習過程(ICT活用)

パソコン
室へ移動
し、起動

情報・資料収集(メモ
や写真の保存)

写真等の
印刷

模造紙にまとめ作成 
(写真の切り貼り、 
まとめ記入）

模造紙で発表

タブレット端
末で検索し、
情報収集

タブレット端末
でまとめ作成

電子黒板に投
影し、発表

10分 20分 70分 45分65分

①調べる
課題を 
つかむ

②資料を探して調べる ③調べたことをまとめる ④まとめたこと
を伝える ⑤振り返り

45分30分 45分

課題をつか
む

15分

振り返り

課題をつ
かむ

15分

45分

振り返り

45分

6時間

4時間

2時間 
短縮
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〔LTEタブレット端末のため、場所を選ばず活用可能〕

校外学習における時短効果(修学旅行のまとめ)

現地で見学している
3年生から、FaceTime
やZoomでつないで学
校にいる下級生へリア
ルタイムで情報共有

修学旅行先から学校へ

現地で取材し、宿泊施設にて情報の整理 学校に戻ってまとめ
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